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は じめに
1980年代中期か ら、日本語教育において、「学習者 としての年少者」に明確な形で焦点
が当てられるようになり、1990年代か ら現在まで、学習言語能力の育成の難 しさが問題
とされている。近年、円本生まれあるいは幼少期に来日した定住型児章の学習の遅れが指
摘されるようになってきたDが 、その遅れに対する適切な方法 も教材 もいまだ確立 され
てはいない。日本で生きることを余儀なくされる定住型児童に対 して、学習の遅れは早急
に解決を要する重要な問題である。
華者は、この学習の遅れに影響 を及ぼしているものの一つとして 「読み書 き能力」の不
足を考える。「読む」「書 く」という文宇言語を操作する言語活動は、自然習得で きる言語
能力ではなく、意識的な学習を踏 まえて習得する言語技術である。一言語使用児童にとっ
ても意識的な学習による習得を必要とする言語技術は、家庭内で日木語使用経験 ・支援
が不足しているJSL教育を必要とする定住型児童aに とっては非常に困難なものとなる。
また 「読む」という活動は、Cummins,J&Swain,M(1986)における言語能力の発達モ
デルにおいて、最 も理解が困難な言語活動に位置づけられる。このように 「読む」「書 く」
という活動は困難であり、JSL教育を必要とする定住型児童にとって独力で成 しうるもの
ではないため、定住型児童は 「読み書き能力」が不足 したまま学年を重ねざるをえないと
いう現状がある。
このような現状と共に、「読む」「書 く」活動は、学習内容を知識として定着させるのに
必要とされ、教科学習の中心を成す需語活動であるため、「読み書き」が出来ないという
ことは学習の遅れを引 き起こす原因となる.定 住型児童の学習の遅れを解決するために、
まず 「読み書 き能力」の育成が必要であると考える.そ のため本稿ではJSL教育を必要
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とする定住型児並の 「読み書 き能力」の育成に有効な学習方法を考察する。考察には、
2002年9月一一20(〕3年12月に定住型児童 を対象に筆者が行った学習支援を伴う参与観察
と、「絵本を用いた読み書き学習」の実践結果をフ・寒にする・,まず、参与観察結果をふまえ
てJSL敦育を必要とする児童の言語状況 を述べ、続いて絵本を用いた読み書き学習の実
践内容と方法を提示 し、実践で見られた児童の姿から 「読み書き能力」の育成に有効な学
習方法を考察するという流れで論を進める。
実践結果において有効に機能したものは 「絵本」「対話」「家庭環境的な場」であった。
この三,轍が本稿で有効だと考える学習方法の中心をなす ものである。
1,JSL教育を必要とする定住型児童の言語状況
JSL教育を必要とする児童が流暢に日本語を話すようになった後も、教科学習に困雌を
示すことは先行研究において指摘 されている3。具体的に何が困難であるかについて、佐
藤(2001)は「同語の重要な柱である表現」「内容面の理解 信売解」を挙げている。また、
縫部(1993)は「読むこと」「書 くこと」をもっと勉強したいと要求する児童の姿を例に
挙げて 「読み書 き」の困難性を指摘 している。JSL教育を必要とする児童にとって 「読む」
「書 く」ことが困難であることは明らかであるが、本稿では定住型児章の 「読み書 き」に
関する実際の言語状1.兄を提示 し、具体的な児童の姿から、どのような学習が必要であ り、
学習方法が有効であるかを考察する。
1,1参与観察の対象児童
2002年9月～2003年12月まで、横 浜市立A小 学校 におい て学 習支援 を伴 う参与観 察
を行った・A小 学校 は大和難民定住促進セ ンターの流 れを くむ外国人集住地 区にある小学
校 であ り、全校生徒217名の うち外国 につ なが りのある児童4トが55名 である。
参与覗察は国際学級(1日 に1時 問、8名 の児童 での取 り出 し授業 、室に国語科 を学習)
と在籍学級で行った。対象児童 は以下の5名 である。
氏名 2002年度の学年 性別 出身国 家族構成
r!F
1年 男 べ トナ ム 父 齢冊 り姉2人
Y 1年 男 べ トナ ム 父 ・母 ・妹
K 1年 男 カンボジア 父 ・母
1年 男 中国 父 ・母 ・兄SI'…"
iN 1年 男 べ トナ ム 父 ・母 ・乳 児
5人全て、日本生まれあるいは幼少期に来日した定住型児童であり、家庭内において各
出身国の言語 と円本語の二君語併用状況であるn児章(F)は英語 も含めた三言語併用状況
である。
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1,2教室 における言語状況
1、2.1「書 く」 こ との困難性
小学校では1年 生の1学 期 にひ らがな ・カタカナの読み方 と書 き方を学 び、文 を書 く練
習 まで進 む。参与 観察 を行った1年 生 の2・3学 期 は、文字 の読み書 きの定着 を前提 とし
た教 育が本格 的に行われる時期 であったが、対象児童達 は 「読み・書 き」 に必要 な文字 が
定着 していない状態 であった。国際学級の授 業で 「書 く」 よう指示 された文字 数を遅 れず
に書 くことので きる児童 はいなか った。
指示された文字数 児童(F) 児童(Y) 児童(K) 児童(s)!児 童 ㈹
3956文字 】058文字 15田文宇 1621文字 1鰍 文字;脚 文字
上記の表は2002年5月～2003年2月末の期問(対 象児 帝が1年 生時 の1年 問)に 、岡
際学級 で 「書 く」 ように担当教 諭か ら指 示 され た文字数 と、各児章の ノー トとプ リン ト
に書かれていた文字 数の比較である。各児童 の書 いた文字 数の少な さは、各児潅 に とって
「書 く」 ことが難 しい とい う事 実 を示 して いる。 また児童の ノー トや プ リン トに書 か れて
いる文字には誤表記が 目立つ。長音 ・促音 ・擾音 ・濁音 ・半濁音 に関す る問違い は児章 の
音声に対する不安定性 と音声 の文字 化の難 しさを表 している。 同時 に文章の複数の部分が
脱落 している とい う書 き写 しの問違 いが 多 く、意r宋内容 に まで意識がいかず、必死 に書 き
写す ことだけで精一杯で ある状 況が うかがわれる。
また 自由作文 を書 く場 含、対 象児童が独力 で書 くことは困難であ った、困難 な問題 は
二段階あ り、第一 に何 を・書けばいいのか、 どのように書 く内容 を考 えた り決めた りす れば
いいのかが分か らない。 第二に担 当敦 諭に書 く内容 を決 めて もらった後、 どう書 けば いい
のかが分 か らない とい う状況 にある。2003年2月に 「自分の思い 出の写真 につい て説明
す る」 とい う課題があ った。 この課 題に対 し、児童(K)は 一人 で作文 を書 くこ とは 出来
なか ったが、支援者 と しての筆者 と写真 につ いて話 しなが らであれば書 くこ とが出来 た。
これに対 し、児旦(F)は写真 を持ってお らず、書 こうとす る内容 を口で話そ うとす るが 、
なか なか その内容 を筆者 と共 有する こ とがIIll来ず、話 し合い も作文 を書 くこ と も出来 な
かった。
これは、「書 く」こ とに閃す る一例である。 次に 「読 む」 ことが困誰であ る倒 を挙 げる・
1.2.2「読 む」 ことの困難性
対象児竜達 は2(X)2年9月の時点 では教 科書の音読 もお ぼつかない状態であ ったが 、毎
口の授 業での練習 によって教 科書 の音読 は徐 々に上手 くなってい く。 しか し文字で書か れ
た内容 を理解 し、それ に閏す る問い に答 えることには困難 を覚 える・,授業において行 われ
る国語 テス トは、毎 円音読 し、勉強 した既知の内容 にも関 らず一 人でテス ト用紙 に向か う
と、その内容 を読み取 ることが 出来ない。 しか し支援 者 と共に声 を出 して読 み、一 つずつ
意味を確認 しなが ら進んでいけば既知 の内容 の想起 も加 わ り問 題を解いてい くことが 出来
る,他 者の支援が無い一人の状態で は文字で書かれた内容 を読 むことは困難 な状態 であ っ
た。これが初見の 内容 になる と更 に難 しさが増す。2003年2月の学年末 の国語テ ス トは
教科・書 には載 ってい ない物語が問題 となっていた。対 象児童 は物請の内容 を想像 ・把 握す
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ることが 出来 ない・ テス ト時 問は45分 であ ったが、その ような短時 問では支援者 と共に
読んで も十分な理解 は得 られなか った・1年 生の学年末 とい う時期において、対 象児童達
の 「読 む」 ものはほ とんど敦科書 に限 られお り、教科書=以外の本 を読 む検会 を持っていな
か った・そのため 「物語構造」に馴 染みがな く、初見の内容 を イメージす ることが出来な
い状態 にあった。 そ してこの状態 は短時 問で解法する ことの出来る もので はなかった。
この ような敦室 における言語状況 には、児童の家庭での占語状 況が深 く閃与 している。
1.3家庭 にお ける言語状況
対象児帝5名 は、家庭での 日本語 使用の機会が少 ない。児 童(F)の場 合、(F)の 母親
の使用言語 はベ トナム語であ り、(F)の使用言語 は 口本語 である。両者は複雑 な内容 に
閃 して話 し合 う共通 の百 語 を持 たず 、必 要 な場 合、姉が通 訳 を してい る。 また 児童(N〉
は、両親 とも家 に不在 のことが 多 く、 〔N)は1臼 の大半 を一人で過 ご している。他 の児
童(Y)(K)(S)も共に両貌 とのコ ミュニケー シ ョンは簡単 な日本語 で行っている・ 年長
の兄弟 を持つ(F)(S)は 、兄弟問で勉強や読み書 きについての話 をする可能性 を持 って
い るが、・・人っ子で ある(K)や 年下 の兄弟 を持つ(Y)(N)に はその機会が ない。JSL
教育 を必要 とす る児童に とって、 日本語 のみを使川す る一 言語使用家庭 で育つ児童 と同等
の言語使川機会 を家庭 で得る ことは不可 能である・家庭において、言葉 に関す る疑問や読
み書 きについて両親 に開 くこともで きず 、 日本語の文字 を一緒に読む経験 もない、)この よ
うな状 況で、学校 の教孝1・学習に独力 で臨んで いるのである。
年少者 口本語教 育では学 習盲語能力 を学校で使用 され る言語 ・教 科学習活動で 使用 さ
れ る盲 語 と して捉 え る傾向が ある。例 えぱ、野 山(1992)は「授 業 中に展開 され る才[II象
的 な思考活動 において不可欠な認知活動 と閃連 した言語能力 の一側面」、斉藤(2001)は
Cummins(2000)を基に 「学校 とい う文脈 に埋 め込 まれた もの」 と している。教科 等の
学 習面 で王「1野1・運 用 され、機能する言 語能力が学習言語 能力 とされている。確かに児堂生
徒 にとって学校 における敦科学溜は重要な ものであ り、教科学習活動において言話学習能
力 は育成 されてい くものである。教 科学 習は第一 に重要視する ものである。 しか し抽象的
な知的 ・学 術的活動 は学校でのみ行われる もので はない・ 日々の生活における言語活動全
てが 閃与 して いる・言語活動の契機 とな る もの(他 者 との接触 ・文字媒体 ・視聴覚 媒体
等)を 利用 して、 まとまりのある内容 を筋道立てて構築 してい く言語使用経験 全てが学習
目」∫語能力 を育成する一一方法だ と考える、〕この言語使川経験 に閏 して、学校 の外 に位置す る
㌻巳童0)劣ミ庭 ・1也ナ魂力弓旦うf気告咀よプくきい。
この 家庭 ・地域 に 目を向 けた場 合、前述 したよ うにJSI、教 育を必要 とす る児皇 は十分
な学 習言 語能力 習得の ため の言語 使用経験 や支援 を受け られて いな い。「話す」「聞 く」
「読 む」「書 く」4技 能全ての言語使用経験 が不 足 してい る状態 にある・ この ような家庭 に
お ける言語使用環境 は児童の学習言語育きカの発辻 に多大 に閃与 している。この ような状況
下 において、JSL教育 を必 要 とす る児童 の学習Li'語能力の育成のために学校教育での育成
方法 を考 えること も重要であ るが、家庭環境 に近 い場での学習支援の方策を確立す ること
も必要 だと考 える、
以上のような言語状況にある対象児童に対 し、家庭環境に近い状況で十分に 「書 く」練
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習が1[h来、多 くの物語 を 「読 む」 ことの出来 る場 を作 り、学習支援 をす ることが必要であ
る。 それには絵 本 を用い た読み書 き学習(以 下、絵 本学習 とよぶ。)が有効 ではないか と
考 え、実践 を行 うことにした。有効だ と考える理由 と実践の内容 ・方法 を次に述べる。
2,絵本 を使用 した 「読み書 き」学習
2,1絵本の使用
「読 む」対象物に絵本 を選んだ理 由は、絵 本の特性がJSL教 育 に有効 だ と考えたためで
ある。Victor&Morag(1996)、松居(1990)から絵本の特性 と して以下の5点 を挙げる こ
とが 出来 る。
(i)コミュニケーション性 ② 形式 ・内容の柔軟性 ③ 心を動かす視覚表現
① 心を動かす物譜「生 ⑤ 視覚表現による 「現実世界から文字世界へ」の橋渡し
① の 「コ ミュニ ケー シ ョン性」 とは、絵本が 人問 と人問 を結びつけ る性質 を持 ち、子 ど
もと大 人を結 びつ ける橋渡 し的 な媒体である ことを意味す る、,絵本は 「子どもと大人、ノ、
問と人問 を繋 ぐ」 ことを目的 に作 られているため、多様 なコミュニケー ションを生み出す
ことが出来 る。(¢1の「形式 ・内容グ)柔軟性」 とは、一切の覗制 を持たずに形式 ・内容 を 自
山に選択 ・創造す ることがで きるとい う性 質であ る・ この特性か ら、内容 ・表現 ・形 式に
おいて様 々な絵 本が作 られている。 また絵本 とい う存在の柔軟性 は同時 に、「読み方」 に
閏 して も定 型の方法や形式を持 たず 自由な 「読み方」 を奨励 し、「読み方」 を も柔軟 な も
のに してい る。③④ の 「心を動かす視覚 表現 ・物語性」 とは絵本が児章の心を動 かす こと
を 目標 に作 られているために持 ちうる特 性であ る。 これは特定の教育 目的で作成 された教
材 とは異 なる性質であ る。絵本は、児童が楽 しんだ り、悲 しんだ り、怖がった り、怒 りを
お ぼえた り、問題意識 を持つ とい った ような、何か を感 じとることを目指 して作 られてい
る。1⑤1の特性は絵本のヂ、財{特性である視覚表現 に閃す る性質であ る。絵本は必ず絵 や写真
とい った視覚 表覗 を伴 う瞥物 である。 この視覚表現 は 「現実世 界か ら文字世 界へ 」「具 体
性か ら抽 象性へ」 と橋渡 しをする役割 を担 う。 これ は、視覚表現 を伴わない本には出来な
いことであ り、絵本の特性であ る、
上 記に挙げた絵 本の5つ の特性 はJSL教 宥 に有効 に働 く可能性 があ る。柔軟 性 はJSL
教育 を必要 とする児黄の多様 な二一ズに対応 しうる。そ して同時に、 コ ミュニケーシ ョン
性 と共 に言語教育 において幅広い 言語活動の機会 を作 り出す可能性 を持っている。 また物
語性 と視覚表現は、児童の心 をより多 く動かす可能性がある・心の動 きがあってこそ言葉
は生 きた もの とな るため、心 を動かす契機は重要であ る。そ して文脈支援 として 「現 実世
界か ら文字1[し界」 「具体性か ら抽象性」への橋 渡 しは学習言語能力 の習 得過 程と重 な りを
見せ るものであ り、学習言語能力の育成へ とつ なが る可能性 を持っている。以.ヒの絵 本の
特性か ら絵本 を用いた学 習を試みる。
2.2読み書 き学習 の方法 としての ノー ト活動
意識的 に習得 しな くてはな らない 「読む」 「111・く」 とい う言語手支術 は、一1・分 な学習 を必・
要 とす る。特 に前述 した言語状況 にあるJSL教 育 を必 要 とす る児童 に対 しては長い時 間
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をかけて丁寧 に学習支援 を行 う必要が ある。
今回の絵 本学習 において も 「読む」 と共 に 「書 く」学習 の桜 会 も作 りだす ため にノー
ト活動 を取 り入 れた。 ノー ト活動 とは、絵 本 を読 んだ後、絵 本の内容 に閃す る課題が 書
かれた ノー トを完成 させ る活亜,1である。絵本 によって異なる課題形式 をとった 〈資科L>。
ノー ト活 動は、絵本の内容の確 認 ・ 』君語 化31を容 易 にす るこ とを目的 としてい
る。 ノー トの質問は、絵本の適切 な箇所 に焦点 を当てるための ヒン トや物語のあ らす じを
表す役割 も果た している。 ノー ト活動 は、最初の うちはアクティビテ ィ的 な活動 に重 きを
お き、徐 々に記述活動が多 くなってい くとい う段階性を とってい る。
2,3実践の概要
参与覗察 を行った児童が2年 生 になった2〔)03年5月6日～7月15U、 放課後 に小学校
の空 き教室 で30分 ～1時 問、絵 本 を使用 した学習活亜、りを計17回 行った、,対象児童 はLユ
にお いて前述 した(F)(Y)(K)の3名 と し、 この3名 は17回 の学 習 全て に参 加 した。
その他8名 の児童(S・Nを 含 む)が 随時 自由参加 した。
使用す る絵本は、児童が絵 本 を 「楽 しい」 と思 うことを第一 目標 に据 え,児 童の翼味事
項 や児並 との会話に出た話題 を選択基準 とした。そのため物語絵本か ら科学絵本 まで内容
の種類は様 々である・,絵本体験 を苦痛 な もの に しないために簡単だ と思 われ る内容の絵 本
か ら使用 した。用意 した絵木 は32冊 であ り、その中で使用 した絵 木は28冊 であ る〔㌔
3.実践結果 ～ 児童の学習スタイルと絵本学習による変容の姿の多様性
本稿では絵本学習の実践結呆として対象児童に見 られた学習スタイルと絵本学習によ
る変容の姿の多様性に着目する。児童の好んだ学習スタイルと変容の姿は以下の通 りであ
る。
児童 好んだ学習スタイル 絵本学習による変容
F 「書 く」 活 藍.り中心 の学 習 ス タ イ ル。
「二,牛く」 練 習 の た めに 、絵 本 を 読み 進 め る。
「書 く」 ,蘇欲 が増 進 し、 詑 述 賦が 増 ノ.!口した。
長 めの絵 本 を 自力 で 読 む よ うに な った 。
Y 「話 す 」 活 動 中心 の学 習 ス タ イ ル曽
「体 験 ・発 見 ・想 像」 を 好 む.
物語を創作する姿が.見られるようになった。
K 「読 む ∫ 酒動 中 心 の学 習 ス タ イ ル 。1冊 の 本
を じ っ く り と読 む。 音 読 を 楽 しむ。
「読 む 」 意 欲 が増 進 し、 「読 む 」 こ との 重 要性
を意 嶺 化 す る よ うに な った 。
3,1児童(F)の場合
児童(F)は 、絵本 使用学 習 を 自ら 「書 く」場所 と捉 え、積 極的 に記述 活動 を行 ったQ
絵 本 の内容確認 を 目的 としたノー ト活亜、廿を好み、 ノー トに執着 を見せ る・ 児童(F〉の絵
本の使用方法 は、 ノー トの質問 を完成 させ るため に 「読む」 という形態・となった・
そ して 、この学習ス タイルの もと、「書 く」 ことに対 して以下の ように変容 していった。
F■目一
〆6>絵 木 「とこ ち ゃん は ど こ』 で 、 と こち ゃ んの 場 所 を うま く説 明す る こ とが で き 、そ の書 い た
も の を 嬉 しそ うに ビデ オ に映 す 。
『 一
絵本と対話による 「読み書 き能力」の育成
5!20>5/13の(F)の・IIトい た ノー トに対 す る 、(F)への筆 者 か らの返 事 に 関 して勉 強 を した が る。〔記
述 に よ る 対話)
5旭7>絵 本 使 用 学 習 の 回 数 を増 や す こ と を希 望 す る.
6/3>自 分 ボ もっ と多 く書 くた めに 、 筆 者 が 返 事 や 質 問 を 書 くこ とを希 望す る。
5/'6>ノー トに書 い て あ る睾 者 の 質 問 が 、少 な い こ とに 不 満 を 言 う.
6,〆27>より長 い時 間 、 勉 強 しよ うとづー る。
自由作文を書き始める。
6/30>絵本の文章を書き写すことを自分から希望 し、楽しむ.
7〆4〉自分が書いたものを直す作業を始める。
自分の好きな映画について書く、
5月～7月 の3ヶ 月間、児童(F)の 「嘗 く」 ことに対す る意識は 「よ り多 く書・く」 こ と
へ と向か う。(F)の記述内容 と記述量 の変 化 を提示 す る、(E二 ニコ 内の数字 は、児堆
(F)が書いた文章 ・文字 数である。)
6!6まで>ノ ー トに 書 い て あ る質 問 に鍵 董 で 答 え る.
6,〆】0>ア クテ ィ ビテ ィに関 す る感 想 を 自発 的 に 書 く。
この 後 か ら、 ノー トの 質 問 に対 す る答 え が 、短 い 単語 と共 に.塑L
日文 章 ・1σ1文字
5潭了〉 絵.本に 聞 す る 質1雪】に 、絵 本 に書 か れ て い る 文 章 を 使用 しな が ら答 え る。
「自分 の 好 きな もの 」 に つ い て 自由 作 文 を 自発 的 に書 く
・1文章 ・95文字
6!30>絵 本 の文 章 を 自発 的 に 書 き 写 し始 め る
13文章 ・2田 文字
7/4〉 白分 の 好 き な 映II百:こつい て、^1℃者 と一 一
】0文章 ・269ヌ1字
10/27〉 絵.本を家 で'人 で 読み 、 感 想 を書 い て く る
12文章q88文 字
記述量の増加 として、(10文章 ・269文宇)等 は少 な く感 じられ るか もしれない。 しか
しそれ まで答え を単語1語 で しか書か なか った(F)に とっては大 きな変化であ る。
児竜(F)は 、「書 く」学習 スタイルの もと 「害 く意欲の増進 ・記述.Iltの増大」 とい う変
容の姿 を見せた.
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3.2児童(Y)の 場合
児 童(Y)は 分か り易い内容 ・分 か りきった内容 の絵 木 を読 むこ と、 またそ の内容 確認
を好 まなかった・ そのため ノー ト活動 には興 味 を示 さなか った。(Y)が 興味 を示 したの
は 「体験 ・発見 ・想像」である。
絵 だけを見 て、絵 本の内容 を想像するア クテ ィビテ ィにおける(Y〉 の発話 であ る。
〈5/2軌絵本 『あおくんときいろちゃん』の絵だけを見て内容を想像する;『あおくんときいろち
ゃん』の絵は抽象的なデザインから出来ている。登場人物はみんなr色 の玉」である。r色の玉」
の大きさと形の変化によって、お父さんやお母さんが表現されている,r色の玉」の配置によって
勉強 しているところや遊んでいると二ろが表現 されている.>
Y:あおくんと、あお くんのお父さん?/合 体 しちゃったのか。/二れが、お父さんで、これが、お
母さん。
みんなが集まってると二?/遊 んでると二ろ?■ 走っているところかな。
他 の児童 は色の名前 を言 うだけであ ったの に対 し、(Y)は熱 心に絵 を読 み取ろ うと試
み、「想像」 している。白分で 「想像」 した後に絵本を読み、自分 の 「想像」 と異なる内
容 を 「発見」 して楽 しみ、驚 き、感嘆する姿が見 られる。
Y:あ一 、 ま さ か、 涙 で 戻 った ん だ。 涙 で 、涙 で,全 部 戻 った 、涙 で。 涙 がね 、■ み ど りが な くな っ
て い っ て。
お 一 っ!/あ 一 。/あ 一 、み んな が 。
『あお くん ときいろ ちゃん』 は色 を扱 った絵 本であ る。 この色 に関す る実 際の 「体験 」
を(Y)は 楽 しんでいる。
く6/10=青の セ ロフ ァ ン眼鏡 を使 用 して 想 像 の 「海 の 世界Jへ 没 人 し、 楽 しむ。>
Y:お一 お 。青 い海 。 わ 一、海 で 泳 い で る。梅 で 泳い で るん だ よ一。/海 に 行 っ て き ます 。/海 で 喋
られ な い よ(マ マ)、 僕。 先 生 、 供 、 眼 鏡 か け た ら喋 れ な い よ。/海 で 泳 い で く る。 じゃ あ 、海
に 行 っ て き ます 。 海 に行 っ て き ます 、海 に行 っ て きま す。/あ 一 、 楽 しい な 一。/面 白す ぎ る。
■ で も、 これ(セ ロフ ァン 眼 鏡)、 シ ュ リケ ン に もで きる よ.だ け ど、 二れ 、 海 の 方 が 楽 しい な
一 。/あ 一 、海 、 楽 しかっ た 一.海 っ て 大好 き 、供 、
これは 「想像」 を 「体験 」 している発話で ある。児 童(Y)は 自分 の好 きな 「体験 ・想
像 ・発見」 を通 して発話量が増加 す る。そ してその 後 「物語 を作 ろう」 とす る態度 を見せ
る。
絵本と対話による 「読み書 き能力」の育成
物語 を作 ろ うと した発端 は、(Y)が 家 で読 んでい る 「絵本」 につ いて 支援者(筆 者)
と話 したこ とであった。(Y)は、 その 「絵本」 を学校 に持 って来 る ことが 出来ないため、
内容 を家で書い て来る と提案 した。その提案 と同時 に、(Y)は 「似た話 を作 ろ うかな。」
と考 え始め る。その後、物語 を作 るア イデア を語 り、物語の ヒン トやモデ ルをみつけ るた
めに学校 にあ る絵本 を探 すようになる。
児童(Y)の 「体験 ・発見 ・想像」 を通 して多 くの ことを話す学習 ス タイルは、「物語の創
造」へ と変容 していった。
3,3児童 〔K)の場合
児童(K)は 、「書 く」活動 を拒否 した児 童であ る。(K)は 「書 く」活動 を嫌い、途 巾、
絵本学習不参加 となる。 しか し学習方法 を 「読み」中心 に変えた後、再 び参加す るように
なる。(K)は 、用意 した数[II}の絵本 か ら好 きな もの を選 び、読 み、口頭 で面 白かった箇
所や 感想 を話す という学習ス タイル を好 んだ。(K)は 他の児童 よ りも 「読 む力」が あ り、
自分 のペー スで、一 人で読む こ とに満足 し、一 人で本 の世 界 に没 入 してい る。 この児童
(K)は(Y〉 と同様 に 「想像」 を好 んだが、物 語 を作 ろ うとは しなかっ た。児童(K)の
好 んだ学習ス タイルは、音読 を伴 った 「読み」 を中心に、連想や想像 を伴 った 口頭活動で
ある。
(K)は今 回の絵 本使用学習 を行 った児 童 の中で、最 も上手 く音読 をす る児童 だ った。
長い文章 を適切な筒所 で区切 り、感情 を込める必要があ る箇所 では適切に感情 を込め、他
者が聴 き取 りやすい読み方をする。 この読み方は絵 本を読む ごとに、 しっか りとした もの
とな り、(K)は読 む ことに 自信 をつけて いった。 その結呆、(K)は 「自分 は音読が 得意
だ」 と自覚す る姿 を見せ るように なる。
(K)は絵本 によって 「読む」意欲 を増進 させた。(K)は11月 の時点で、 自分 自身の絵
本 を読 む体験 と、他の児童が絵 本を読んでい る姿か ら、 「もっ と読 む練 習 を した方が いい
よね・」 と支援音(筆 者)に 話 す。 これは児童(F)が 「書 く」活動 を している姿等 を見て、
自分 は他の児童 よりも得意とする 「読む」 ことを、 より上手 くしな くては ならない と考え
た可能性があ る。(K)は 「読む」こ とが大切 だと認識す る姿 を見せ る。 それは数多 く 「読
む」練習 をすれば、 より上手 く 「読 む」 ことが出来 るよ うになる とい う認識 であ り、「読
む」 ことで楽 しみが広 が るとい う認識 であ る。 そ して、 それ と同時 に筆者 には(K)が
「読み」 を得意 なものにす ることで 自分の存在意義 を確立 しようとしている様に感 じられた。
絵 本学 習は、児童(K)に とって は 「書 く」学習 としては成立 しなか った。 しか し 「読
み」 中心 の学習 スタ イルは(K)に 「読 む」 意欲 を増進 させ、「読 む」 こ との重要性 を意
識化す るとい う変容 を生 み出 した。
3.4児童 のプラス方向 への変容
児童(F)(Y〉(K)の学習ス タイル と絵 本学習 にお ける変容 の多 様性 を見 て きたが、3
人は共 にプラスの方向へ と変容 している。個別的 な変容の他 に、3人 に共通 して見 られた
変容があ る。それは 「自己開示 ・自己表現」 をする ようになったこ とであ る。今回の実践
にお いて 「読 み書 き学 習」の試 みは、児 童(F)に対 しては成功 したが、児章(Y)(K)に
対 しては 「書 く学習」が 機能 しなかった・読 み書 き学 習は結呆 として 「話す」 とい う言語
??????????????
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活動 を活発化 させ た・児童 は絵本学習の場 で、「絵本」 を他者(各 児童 と筆者)と 共 有す
る経験 を通 して、 自分 の内部 にある もの(自 分の知 っていること ・好 きなこと ・考えたこ
と ・感 じた こと ・自分 のこと等)を 話 るよ うになった・このこ とで言語 活動量 は増大 し、
児童 に とって言語使 用の有効 な櫨会 とな りえた。 この 自己開示 ・自己表現 をす るよ うに
なった とい う変容 も意味のあるプラス方向への変容である%
次に対象児童3名 をプラスの方向へ と変容 させた ものについて考察す る。
4,考察 ～ 児童 をプラス方向へと変容させたもの
A小学校での参与観察を基に、家庭環境的な場での絵本学習の必要性を感じ試みた。本
節では 「絵本」や 「家庭環境的な場」が児童に どのように機能 したかを考察する。
4.1「絵本」の効果
参与 観察時には、授業で発言 を した り自由に作文 を書 くことが出来なか った児童が、絵
本学 習において 自己表現 をす るようになった、,この変容 に対 し、「絵本」 は大 き く三つ の
役割を果た してい る。それは① 「対話」の 促進 ② 「自己開示」の促進 ③ 言語 の表現 モデ
ルの提示 である。
2.1で述べた絵本の特性 は、絵 本学 習において 「対話」の契機 として機能 した。(「対話」
とは 「互いに相手 を しっか りと受 けとめて行 う言葉のや りと り」だ と本研究では捉 える。)
絵 本使 用学 習の場 にいる者 は、絵や写真 を共に見て、文章 を読み、内容について話 し合 っ
た。形式 や内容 、読み方に対 して 自山 に作 られている という性質が更に 「対話 」の幅を広
げている。「心 を動 かす視覚表現 ・心 を動 かす物 語性」 も、感動 といった大 きな もσ)でな
いに して も 「何 かを感 じ取 る」 こ とよって、児童が 自分 の思 った こと ・考えたこ とを話す
ようにな り 「対話」 を促進 させている。
絵 本 を契機 に して、 自分が思 ったこ とを話す とい う くり返 しが 「自己 開示 」へ とつ な
が っていった。学習 開始期 には自分の ことをあ ま り語 らなか った児童が、絵 本を用いた学
習を続 ける うちに、自分のこ とを語る ようにな ってい く。最初の うちは絵 本の内容 に関す
る話が中心 であ った が.そ の 後、児並 は 自分 の気 持 ちや要 求を話す ようにな り、 自分 自
身につ いて語 り始め る。児毒達 は絵本学習に よって徐々に心 を開いてい く・ この 「自己開
示」 には他者 との 「絵本を読 む とい う経験 」の共有が関連 している。それは物 語 ・内容 の
共有で もある・共有す る物語 を持つ ことで暗黙の仲閲意識が形成 されたために、自然 と自
己開示 がなされた と考 えられ る。児童たちは物語を共有す るごとに、 自分 の心 の内を語 る
ようにな り、口述や記述で自己表現 をする ようになっていった。
そ して絵 本は、このような 「対話」や 「自已表現 」をす る際 に 「表現モデル」を提示す
る役割 を果 た している、児童 たちが 自分の話 したい ことを表現 しようとする時に、表現方
法を絵本 の中に見出す ことが 出来 る。児 章(F)は絵 本に書 かれてい る表現 をモデ ルと し
て好んで使川 し、 自分が使え る註葉に しようと練習 を していた、〕児 童(Y〉は 自分の物語
を作るため に絵 木の物語の形式や表現 を利 用 しよ うとした・児童(K)は 現 実世界 に物話
で読んだ話 をなぞ らえて語 り楽 しんでいた,、
絵本 は言語 使用の機会 とモ デルが少ない児童 にその機会 とモデル を与える ことが で きる
ものであ る・ この ように絵本 は児 壷の変容 に影響 を及ぽ している・次 に 「家庭 環境的 な
絵一 一r一 き能力」の州
場」 は どの ような に機能 したかを見 る、】
4.2家庭環境的な場の効果
JSL教育を必要とする児童は、家庭における言語使用 ・言語支援の機会が不足 している
ため、家庭環境的な言語学習支援を試みた。この家庭環境的な場 とは、学校のクラス活動
よりも自由であるが言語学習をすることのできる学校と家庭の中問に位置する場であり、
児童が安心感を持つことのできる場を意味する。この家庭環境的な場は今回の実践におい
て効果的に機能 した。
安心感のある場では、自分の問題をさらけ出すことが可能になる。どんな些細な質問で
もすることが出来るという環境において、児童(F)は自分が抱 えている言葉の問題を口
にするようになる。(「どうして書 くのを問違えちゃうんだろうね一。」「分からないの一。」
「読めない。」等の発話を度々、隠すことなく口にする。)そして言葉に閃する質問を支援
者(筆 者)に 数多 く投げかける。その結果、臼分の問題が解決されるという事実が(F)
の安心感を増大 させる・児童にとっては 「安心感」が重要な役割を果たす・安心できるこ
とで、心 を聞き、他者 と協同して問題を解決 し、学習を継続してい くことが可能になる。
児竜(Y)(K〉も、 クラス活動 とは異なる自山な場であったため言語活動が活発に行わ
れた。今 回の実践において、「安心感」があり、自由ではあるが学習のできる家庭環境的
な場はJSL教育の一学習の場として機能すると言 うことができる。
4.3「対話」 の効果
家庭環境的 な場で、絵本 を用いる ことで多 くの 「対話」が為 された。 この 「対 話」が言
語学 習支援 となった。
「対話」 とは 「互 いに相手 を しっか りと受 け とめて行 う言葉 のや りと り」 と前 述 した。
その や りとりにおいて、今回の実践 では① 児童の質問 ・確認へ の対応 ・解決 ②児童 の希
望への対応 ・解決 が為 された。 そ してその結果、「対話」は 「安心 感」 と 「信頼閏係」を
作 りだす もの となった。
絵 本学 習において、多 くの質問 ・確認が児童に よって為 され る。それは言葉(語 彙 ・表
現方 法 ・文宇表記 ・絵本 の内容理解)に 関す る もの、学 習技 能(ノ ー ト活動 の 質問文 の
形式の読み取 り方 ・答 え方)に 関す る ものが大半である。 これ らの質問 ・確認 を柚に 「対
話」 は展開 される。 そのため 「対話」は、児童が求めている言葉や答 えを見つけ出す言語
習得 のプロセス(言 葉 の問題 を解決す る道筋)と なっている。 この ような問題 を解決する
「対話」 は児童 に 「安心感」 を与 え、対話者 閥に 「信頼閏係」を構 築す る。
またノー ト活動 の完成 を 目標 と して行われた 「対話」があ る。 この 「対話」は二重 の言
語活動 となっている。「読 む ・書 く」活動 を完成 させ るための 「聞 く ・話す」活動 であ り、
達成 目標 と して 「読む ・書 く」活動が背後にあるため、単 なる 「聞 く ・話す」活動 よりも
「読 む ・書 く」活動 に近 い もの とな り、正確 さを追求す る言語活動 となる。 そのため 「聞
く ・話す 」活動 の対 話は、「読 む ・書 く」 活動 の支援 と共に 「聞 く ・話す」活動 に対 する
有効 な練 習機会 となってい る。
この ような 「対 話」 が、児遣 を 自己表現 を行 うまで に変容 させ た。 「対話」が言語 学習
支援 方法 の中心 を為す物であった と言うこ とが 出来る・今 同の実 践において、「家庭 畷境
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的な場」 と 「絵本」 と 「対話」の融合が児童をプラスの方向へと変容 させた・最後に、こ
の3点 の融合を前提に 「読み書き能力」の育成方法を提案する・、
5.「読 み書 き能 力』の育成方法
5,1「読み書き能力」の育成方法の段階性
今回の実践において、児童がプラスの方向へと変容した理由の一つに、各児童が自分の
好んだ学習スタイルによって言語活動を行ったことが挙げられる。そのため 「書 く」技術
に直結 した学習を行うことは出来なかった。 しかし口述での 「対話」によって十分な言語
活動が行われた。この需語活動によって読み書き活動が先の段階で発達する可能性が考え
られる。 この観点から、「読み・iIl・き能力」の育成方法を段階的に捉える必要があると考え
る。「読み書 き能力」の育成を目標に据えなが ら、「読み書 き」技術の学習を中心に行う
段階と、「読み書き」技術にこだわらない段階である。「読み書 き能力」の育成を考える
場合、その技術習得(文字を書 く纏習〉に焦点が当てられる傾向がある。しかし今回の児
童(Y)(K)のケースのように、無理に技術を学習することが悪影響を及ほす場合がある,
今回の実践から児童がその時点で好み、必要としている学習スタイルを用いることが冒語
活動に効呆的だ と言うことができる。児童の個別性を重視 し、児童が希望する形式の学習
スタイルか ら段階的に読み書 き技術の習得へ と移行 していく段階性を考える必要がある。
この言語活動において、口述であれ記述であれ 「学習対話」を活用することが効果的だと
考える。
5.2「学習対話」の活用
「学習対話」 とは、「問題解決や考 えるための対話」「考えるプ ロセス となってい る対話」
を意味す る。4,3で前述 した 「読 む ・書 く」活動 を背 後に もった対話 も 「学習対話」 であ
る。簡単な内容の 日常会話 と異 な り、対話者が相 互に思考のや りと りをし、考えを深 めて
い く対話で ある。 この ような対 話の繰 り返 しによって、児童 は言 葉で考える ことに慣れ、
考 えるための言葉 を学ぶ可能性があ る・ この考 えるため の言 葉の習得は 「読み書 き能力」
の習得に影響 を及ぼすのではないか と考える。言語活動 と して行 われ る対話 の中に 「学習
対話」 を取 り入 れ ることを学習方法 として提 案する。1.2.1で述べた児童(K)と の作文 を
書 く作業や 、1,2.2で述べたテ ス トにおける支援 はこの 「学 習対 話」 の方法 と重 なる もの
である。実際の教室活動 において も、 この方法が必要 とされてい るのである。
この 「学 習対話 」を考 える場合、学習内容や対話 の論理性 などばか りを重 視 して も、児
童には有効 に機 能 しない。児童 には、安心 感 と信頼聞係が必要である。
5.3安心感と信頼関係を重視した学習支援
実践結果と考察において、安心感と信頼閃係が必要であることは前述した、学習対象者
が児童である場合、特にこの両者が必要であることが今回の実践から明らかになった。
今回の実践の際、支援者である筆者が児童に対する7ヶ 月閾の参与観察 と授業内での
学習支援によって、児童との聞係性を構築 してから行ったため述和感なく絵本学翼を開始
し、進めることが可能となった、信頼閃係が構築されていない学習支援では、「対話」や
絵本 と対話による 「読み書 き能力」の育成
「自己開示による自己表現」が半減 し、十分に言語活動が行われない可能性が考えられる。
「読み書 き能力」の育成を考える場合、「文字や文が読めるか ・書けるか」 という技術
習得が重視 されやすい傾向は5.1で述べたが、技術習得にのみに偏重するのではなく、児
童が 「心を開ける」状態に導 くことが重要であると考える。心を開き、自己開示できる状
態において児童は語ろうと試み、その産出の衝動が 「書 く」活動につながっていく・また
心を開いて 「読む」ことは、単に文字を追うこととは全く異なる・「読み書き能力の育成」
において児童の 「自己開示」「自己表現」は重要であ り、そのためにも安心感と支援者と
の信頼閏係は第一前提 として必要なものである。
以上、安心感と信頼関係を構築 した、家庭環境的な場での、絵本と対話を使用 した学習
方法を提案する。
おわ りに
木研究は実際の児童の姿に即 して、JSL教育を必要とする定住型児章の 「読み書き能力
の育成」について考察 した。その結果、「絵本 ・対譜 ・家庭環境的な学習の場」の有効性
と、「読み書 き技術」に偏重 しない 「自己開示」「自己表現」を伴った 「読む」「書 く」活
動の重要性が明 らかになった。今後、更に実際の児蛍の姿を見つめることにより、絵本 ・
対話を使用 した家庭環境的な学習の場 ・学習方法を確立 ・具体化していきたいと考えてい
るD
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絵本と対話による 「読み書き能力1の育成
〈資料1=絵本学習におけるノー ト活動の概要>
絵本の題名 課題の形式 学習目標1基 本質問数
『と こ ら やん は ど こ』 口頭質問に答える。 言語化の辣習ワ5
『うみ 』 写真 ・絵付きの質間に
答える,
内容確認。
焦点化の練習。
言語化の練習。
16
『あ お くん と きい ろ ち ゃん」 絵か ら想像した話を書
くa
焦点化の練習
言語化の棟習。
17
『ど う ぐ』 絵 カ ー ドと文 字 ヵ 一 ド
を合 わせ る.
絵本の語彙 ・内容に慣
れる。
0
「ぽ くの い ろな あ に工 絵 カ ー ド付 き 質 問 に 答
え る。
内容確認ウ
焦点化の練習。
言語化の純習。
3
『このかたちなあに』 文字 カ ー ドの グ ル ー プ
分 け。
絵本の語彙で遊ぶ。
rさよ な ら さん か く』
2
「ちがうのどれかな』 絵本の内容説 明 をす
る,
4
『いちごのたね』
内容確認。
焦点化の練習。
言語化の練習。
2
『つ くっ たの だ れ 』 3
「し ょ うぽ う じ ど う し ゃ
じぷ た 』
1
「お じい さ ん と10ぴ きの お
ばけ 』
質問 に 答 える 。
7
『しろね こ しろ ち ゃん』 4
